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ご存知ですか？「多因子疾患」〜生活習慣病と遺伝の関係をひもとく！〜

イノベーション推進・人材育成部門
吉田　明子（認定遺伝カウンセラー）
　　　同上　副部門長　德富　智明
　　　同上　　部門長　福島　明宗

岩手県内各所でサテライト型健康調査が岩手県内各所でサテライト型健康調査が
行われています行われています
　2022年5月より県内5か所（矢巾センター・久慈・気
仙・宮古・釜石サテライト）で実施している今年度の詳細
三次調査では、2,700名を超える住民の皆さまにご協力い
ただきました。
　引き続き、皆さまのご理解・ご協力をお願い致します。
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生活習慣病には複数の遺伝要因が関わっています
　生活習慣病の発症には、非常に多くの遺伝要因が関わっ
ています。生活習慣などの環境要因と、複数の遺伝要因
が関わる病気を「多因子疾患」と言います。脳卒中や糖
尿病、高血圧など、ほとんどの生活習慣病は多因子疾患
に含まれます（図）。
　病気に関わる遺伝要因は、ごく弱い影響しか持たない
ものから、非常に大きな影響を持つものまで様 あ々ります。
また、病気ごとに関わる遺伝要因も異なります。多因子疾
患の場合、影響が非常に小さい遺伝要因が複数あり、そ
れらの影響が積み重なって病気のなり易さを決めていま
す。こうした影響の小さな複数の遺伝要因の積み重なりが、
生まれ持った遺伝的な体質を作っています。

単一遺伝子疾患との違い
　多因子疾患に対して、単一遺伝子疾患というものも
あります。
　「遺伝が関わる病気」と聞いて多くの方がイメージす
るものは、もしかしたら単一遺伝子疾患に近いかもしれ
ません。単一遺伝子疾患は多因子疾患と異なり、その
名前の通り1つの遺伝子に生じた変化により発症する
病気の総称です。一般的に、単一遺伝子疾患は多因子
疾患に比べると、遺伝要因に対する環境要因の影響は
小さいものとなっています。また、多因子疾患の遺伝要
因は、私たちは誰でも持っていますが、単一遺伝子疾
患の遺伝要因は、持っているか持っていないかのどちら
かしかなく、かつその遺伝要因を持っている人はごく稀
だという違いもあります（例えば、最も多い単一遺伝子
疾患のひとつである家族性高コレステロール血症は、そ
の遺伝要因を持っている人は300人〜 500人に1人と
言われています）。
　多因子疾患と単一遺伝子疾患と比べると下の表のよ
うになり、特徴が捉えやすくなります。

単一遺伝子疾患 多因子疾患
発症に関わる
遺伝要因の数 1つ 複数

（数十〜数百万）
1つの遺伝
要因の影響 大 極小〜小

環境要因の
影響 小 大

遺伝要因を
持っている人 まれ すべての人▲図　多因子疾患に対する遺伝と環境の関わり

▼表　単一遺伝子疾患と多因子疾患の違い

「生活習慣が発症の原因となるから“生活習慣病 ”なんじゃないの？」とみなさん思われているで
しょう。確かにその通りで、生活習慣病の発症には食事や運動、飲酒、喫煙などの習慣が深く関
与しています。ですが、最近では、生まれ持った遺伝要因の関与もわかるようになってきました。

釜石地区スタッフ
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▲検体処理の様子

▲左から：�佐々木機構長、赤井助教、
丹野部門長
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病気の発症と遺伝と環境
　遺伝要因と環境要因の関係は、お椀に例えること
ができます（図1）。病気の発症に関わる遺伝要因
の量は一人ひとり違います。生まれ持った遺伝要因
の量が違うAさん、Bさん、Cさんですが、最初、
Aさん・Bさんのお椀にはまだ余裕があります。一
方で、Cさんのお椀にはAさん・Bさんほどの余裕
はありません。そこに不摂生な生活習慣や加齢など
の環境要因が加わっていくと、Cさんのお椀はAさ
ん・Bさんよりも早くにあふれて病気を発症してしま
います。

遺伝的リスクの分布は釣り鐘型
　一般的な集団では、中程度の遺伝要因を持つ人
たちが最も多く、これを平均的なリスクとした場合、
それと比べてリスクが低い方や高い方が一定数いま
す。その分布は、図のように釣り鐘型を示すことが
わかっています（図2）。

遺伝的リスクに応じた予防
　一般的には、環境リスクが高まれば病気を発症す
る可能性も高まるので、遺伝的リスクか低い方であっ
たとしても健康的な生活を意識することが大事である
ことに変わりはありません。しかし、生まれ持った遺
伝的な体質を考慮すると、遺伝的リスクが高い方は
環境リスクを抑えることがより重要と言えます（図3）。

個別化予防の未来〜課題と展望〜
　岩手県で死亡率が高い脳梗塞について、当機構の
これまでの研究から、遺伝的な発症リスクが高くて
も生活習慣を変えることで発症リスクを下げられる
可能性が示されています。また、生活習慣の見直し
という面では、ある遺伝子のタイプの方は、食塩の
摂取量に対して血圧が反応しやすいことがわかって
おり、そのような方は、減塩によって血圧を調節し
やすいと考えられます。
　現在では、当機構に限らず、世界の様々な国で
遺伝要因にもとづいた生活習慣病の発症のしやすさ
や、食事などの環境要因への反応性の違いに関する
研究が盛んにおこなわれています。今後は、それら
の体質に合わせた予防法によって実際に病気の発症
率が下がることを確かめる研究が行われるでしょう。
そのような研究は前向き研究と呼ばれ、数年から
十年以上かけて研究参加者の追跡調査を行います。
時間がかかる検証ですが、そうした研究を経ながら
科学的に正しく効果が確かな個別化医療・個別化予
防の実現が期待されています。
※�遺伝要因：遺伝子のDNA 配列のほか、遺伝子の働きの調節
に関わるDNA配列なども含まれます

▲図3　遺伝的リスクが低い方と高い方の違い

▲図1　遺伝要因と環境要因の関わり

▲図2　遺伝的リスクの分布
イノベーション推進・人材育成部門
吉田　明子（認定遺伝カウンセラー）

日本人の死因の上位を占めるがん、心疾患、脳卒中などの生活習慣病の発症には、遺伝要因と
環境要因のふたつが関わっています。では、このふたつは病気の発症にどのように関わってい
るのでしょうか？

健康調査の様子
今年度の詳細三次調査

5月
　11日　矢巾センター開始
　12日　久慈サテライト開始
　13日　気仙サテライト開始
7月
　21日　宮古サテライト開始
8月
　26日　釜石サテライト開始

延べ106日実施


